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15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　９月　１７日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 本多志依姉　　　 　
　　　　受付 ： 若村めぐみ姉　　　

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 志 依 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 You are my all in all」

「 傷跡」

聖歌５７２番「 主は力をわれにそそぎ」

マタイ２１章３３節～４６節

「 要となった捨てられた石」

聖歌５２１番「 キリストにはかえられません」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ２１章３３節～４６節

33, もう一つのたとえを聞きなさい。 ある家の主人がいた。 彼はぶどう
園を造って垣根を巡らし、 その中に踏み場を掘り、 見張りやぐらを建て、
それを農夫たちに貸して旅に出た。
34, 収穫の時が近づいたので、 主人は自分の収穫を受け取ろうとして、
農夫たちのところにしもべたちを遣わした。
35, ところが、農夫たちはそのしもべたちを捕らえて、一人を打ちたたき、
一人を殺し、 一人を石打ちにした。
36, 主人は、 前よりも多くの、 別のしもべたちを再び遣わしたが、 農夫
たちは彼らにも同じようにした。
37, その後、 主人は 『私の息子なら敬ってくれるだろう』 と言って、 息
子を彼らのところに遣わした。
38, すると農夫たちは、 その息子を見て、 『あれは跡取りだ。 さあ、 あ
れを殺して、 あれの相続財産を手に入れよう』 と話し合った。
39, そして彼を捕らえ、 ぶどう園の外に放り出して殺してしまった。
40, ぶどう園の主人が帰って来たら、 その農夫たちをどうするでしょう
か。」
41, 彼らはイエスに言った。 「その悪者どもを情け容赦なく滅ぼして、 そ
のぶどう園を、 収穫の時が来れば収穫を納める別の農夫たちに貸すで
しょう。」
42, イエスは彼らに言われた。 「あなたがたは、 聖書に次のようにある
のを読んだことがないのですか。 『家を建てる者たちが捨てた石、 それ
が要の石となった。 これは主がなさったこと。 私たちの目には不思議
なことだ。』
43, ですから、 わたしは言っておきます。 神の国はあなたがたから取り
去られ、 神の国の実を結ぶ民に与えられます。
44, また、 この石の上に落ちる人は粉々に砕かれ、 この石が人の上に
落ちれば、 その人を押しつぶします。」
45, 祭司長たちとパリサイ人たちは、 イエスのこれらのたとえを聞いたと
き、 自分たちについて話しておられることに気づいた。
46, それでイエスを捕らえようとしたが、 群衆を恐れた。 群衆はイエス
を預言者と認めていたからである。

「要となった捨てられた石」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 9 月 13 日御言葉

ピリピ人への手紙　4 章 6 ～ 7 節

6, 何も思い煩わないで、 あらゆる場合に、 感謝をもってささげる祈りと願いによって、 あなた

がたの願い事を神に知っていただきなさい。

7, そうすれば、 すべての理解を超えた神の平安が、 あなたがたの心と思いをキリスト ・ イエ

スにあって守ってくれます。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●私たち誰もが生きていく中での人間関係でつらいのは、 人に無視されることではないでしょ

うか？

マザーテレサが語った言葉で有名な言葉は、 「愛の反対は憎しみではなく、 無関心である」

といった言葉があります。 私たち人間は、 いくらお金があったとしても、 物に満たされていた

としても、 だれからも無視されている状態では、 生きた心地がしないのではないでしょうか？

よくいじめでも、 強く言われ暴力を受けるよりも、 ずっと自分の存在そのものを否定されるよ

うな言葉を投げかけられたり、 無視され続けるほうがつらいとも言われます。

　私たち人間は、他者から自分を否定されたり、無視されるということはとてもつらいことです。

一人から無視されるだけでもつらいのですが、集団で無視されたらよりつらいものがあります。

そのような状況の時いくらおいしいものをお金で手に入れても、 欲しいものを手に入れても、

心から喜び楽しめず、 心の穴は埋まらないのが人間ではないでしょうか？

　私たちにとって大切なことは思い煩い （誰からも愛されていない ・ ・ ・ 、 だれからも必要と

されていない ・ ・ ・ 。 という思い患い） が取り除かれることではないでしょうか。 しかし、 た

とえ、 そのその状況がすぐに変わらなかったとしても、 そのつらい状況を寄り添い聞いてくれ

るという人がいるだけでかなり救われるものです。 一人でも、 無関心ではなく自分に関心を

持って話を聞いてくれる人寄り添ってくれる人がいるだけで救われるものです。

では、 私たちにとって一番の理解者とは誰でしょうか？　家族であったり、 親友であるかもしれ

ません。 しかし、 家族や友人も人間ですから限界があります。 どんな状況下でも、 変わらず

愛し続けて下さっている方は、 私たちの創造主であられる神様です。 創造主なる神様は、 私

たちを救うために 2000 年前人となってこの地上に来て下さり、 旧約聖書の約束通り、 人を

救うために、 人の罪の身代わりとなって十字架に架かって下さったのです。 その神の愛が見

える形で私たちに示されたのが、 「イエスキリスト」 です。

私たち自分の心の中でぐるぐる思い煩い抱え込み、 人を責めたり自分を責めたりして苦しみ

続けてしまうような者ですが、 その苦しみを一人で抱え込み苦しむのではなく、 一番の理解

者である神の愛の現れである、 イエスキリストは私たちの心の状況を一番に理解して下さる

方です。 目には見えないお方ですが、 神の言葉である聖書を通して、 「神の愛を知り、 信じて」

神からの平安をいただき続ける者でありたいです。 そして、 神の愛と恵みを日々数え、 すべ

てを感謝し前向きに愛をもって歩めるよう 「祈り求め続ける者」 でありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 9 月 13 日（水 )

 9 月 10 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    2+0 人    4+2 人   5+3 人  16（11+5）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　希望者がありませんでした。

祈　　り　　会     　　　　　１人　　３人　　　　４人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（９月 24日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： マタイ２２章１節～１４節

説　　教 ： 「御国を 『拒む人』 『受け入れる人』 『排除される人』」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「傷跡」 「満たして下さる方」

　　　　　　　　聖歌５９３、 聖歌５２２、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺愛秀兄

集会案内

礼          拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
9 月 24 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:009 月 20 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム
★市民クリスマスゴスペルクワイヤー練習会♪　15:00 ～ 17:00

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい .

★原市場聖書教会での礼拝は以下の個人の感染防止対策にご協力お願いいたします。

　　1, 発熱等の症状がある場合は、 無理をせず Zoom をご利用下さい。

　　２ マスクの着用については個人の判断を基本といたします。

　　　 体調がすぐれないと感じられた際は着用をご検討ください。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ９月１９日 ~ ９月２２日 （火～金） あまやどり （日高市地活） （場所 ： 高麗聖書教会）

・ ９月２１日 （木） hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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